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り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
発
の
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
「
半
神
」
に
出
演
す
る

皆
さ
ん
が
、
３
月
22
日
か
ら
の

上
演
に
向
け
て
、
日
夜
稽
古

け

い

こ

に

励
ん
で
い
ま
す
。

萩
尾
望
都
・
野
田
秀
樹
脚
本

の
「
半
神
」
は
、
体
の
一
部
が
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市トレーニングセンター

ス ポ ー ツ 健康相談
日時 ３月19日午後６時から
内容 スポーツによるけがや障害などに
ついて　参加費 1,300円
申し込み ３月14日までに同センター
（月～金曜午前９時～午後９時、�266-
8115）へ

エ コ ー プ ラ ザ
申し込み 同プラザ（�270-3009）へ
※月曜休館
�リサイクルパッチワーク

�春休みリサイクルお楽しみ劇場
日時 ３月24日午後１時半～２時半
内容 マリオネットやマジックで学ぶご
みの分別・減量・リサイクル
定員 先着200人

期 日
�3月12・19日
�3月15・22日

午前10時
～正午

メガネケース
作り

各コース
先着20人

時 間 内 容 定 員

こ ど も 創 作 活 動 館
申し込み �は当日直接同館へ、�は同
館（�279-2113）へ　※月曜休館、幼児
は保護者同伴
�ミニシアター
日時 ３月９・15日午前11時～同30分
内容 絵本の読み聞かせ、パネルシアタ
ー、ほか　対象 ２歳児以上
�押し花でファンシー壁掛け
日時 ３月17日午後１時半～３時半
内容 押し花でタイルを飾る
対象 ５歳～中学生先着20人
参加費 200円

沼垂図書館 読 　 書 　会
日時 ３月20日午前10時～正午
会場 東地区公民館　テーマ図書 「花
ゆらゆら」出久根達郎著（筑摩書房）
申し込み 当日直接会場へ
問い合わせ 同図書館（�241-4116）へ

市美術館 「西海岸の風」
日時 ３月24日まで午前９時～午後４時半
休館日 月曜、３月22日
観覧料 一般800円、高校・大学生600円、
小・中学生400円
問い合わせ 同館（�223-1622）へ
�作品鑑賞会
日時 きょう３日～３月24日毎週日曜午
後２時から　※17日は手話通訳あり

ボランティアによる絵本を楽しむ会
テーマ 出会いと別れ　対象 幼児から
申し込み 当日直接会場へ
期日

3/9

3/9・23
3/20

沼垂図書館（�241-4116）
鳥屋野図書館（�285-2372）
松浜図書館（�259-7331）
坂井輪図書館（�260-3242）
石山図書館（�286-5632）

午前10時半
～11時15分

午前10時半～11時

会場・問い合わせ 時　間

月例自然観察会 佐潟自然散歩
日時 ３月９・23日午前10時～11時半
集合場所 佐潟水鳥・湿地センター
申し込み 当日直接集合場所へ
問い合わせ 同センター（�264-3050）へ
※雨天中止

市ジュニアオーケストラ教室

スプリングコンサート
日時 ３月30日午後３時から
会場 りゅーとぴあコンサートホール
曲目 ハイドン「ディベルティメント」、
シューベルト「交響曲第７番ロ短調『未
完成』」、ほか
申し込み ３月20日（消印有効）まで
に往復はがきに住所、氏名、電話番号、年
齢を記入し、一番堀通町3-2、りゅーと
ぴあ事業課（�224-7000）へ
※当日午後２時半から、会場ホワイエで
「ロビーコンサート」も行います

散

歩

の

す

す

め

つ
な
が
っ
た
双
子
と
、
そ
の
家

庭
教
師
の
物
語
。
醜
い
け
れ
ど

高
い
知
能
を
持
つ
姉
シ
ュ
ラ

と
、
美
し
い
け
れ
ど
知
能
の
低

い
妹
マ
リ
ア
―
―
10
歳
の
誕
生

日
を
目
前
に
衰
弱
し
、
死
の
危

険
に
直
面
し
て
し
ま
っ
た
２
人

が
、
分
離
手
術
で
片
方
だ
け
生

き
延
び
ら
れ
る
、
と
い
う
最
後

ま
で
目
が
離
せ
な
い
作
品
で

す
。新

潟
か
ら
優
れ
た
舞
台
芸
術

を
生
み
出
し
て
い
こ
う
と
開
設

さ
れ
た
、
演
劇
ス
タ
ジ
オ
「
ア

ク
タ
ー
・
コ
ー
ス
Ⅱ
」
の
受
講

生
が
出
演
し
、
東
京
の
一
流
ス

タ
ッ
フ
と
一
丸
と
な
っ
て
舞
台

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

シ
ュ
ラ
を
演
じ
る
坂
井
涼
子

さ
ん
は
、
「
昨
年
の
『
フ
ァ
デ

ッ
ト
』
が
東
京
で
も
評
価
を
い

た
だ
い
て
い
た
の
で
、
ま
た
ひ

と
つ
夢
が
広
が
っ
た
気
が
し
ま

す
。
今
回
の
役
は
、
２
人
息
を

合
わ
せ
る
の
に
苦
労
し
ま
す

が
、
と
て
も
や
り
が
い
が
あ
り

ま
す
。
シ
ュ
ラ
と
マ
リ
ア
の
ど

ち
ら
が
生
き
残
る
の
か
、
楽
し

み
に
見
て
い
て
く
だ
さ
い
」
。

マ
リ
ア
役
の
藤
井
美
菜
さ
ん

は
、
「
そ
ん
な
に
激
し
く
な
い

動
き
の
場
面
で
も
、
シ
ュ
ラ
と

ず
っ
と
体
を
く
っ
つ
け
て
い
る

の
で
大
変
で
す
。
物
語
の
ラ
ス

繰り返し行われる舞台稽古

市
青
年
の
家
と
万
代
演
劇
祭

実
行
委
員
会
で
は
、
ア
マ
チ
ュ

ア
劇
団
に
よ
る
公
演
「
万
代
演

劇
祭
」
を
３
月
９
日
か
ら
開
催

し
ま
す
。

同
演
劇
祭
は
、
新
潟
の
ア
マ

チ
ュ
ア
演
劇
活
動
を
盛
り
上
げ

よ
う
と
行
っ
て
い
る
も
の
。
今

回
は
、
過
去
最
多
の
８
団
体
が

参
加
し
て
、
８
作
品
・
16
公
演

を
行
い
ま
す
＝

表
＝
。

会
場

万
代
市

民
会
館

チ
ケ
ッ
ト

１

０
０
０
円
（
８

作
品
共
通
チ
ケ

ッ
ト
）

※
会

場
の
ほ
か
、
大

和
新
潟
店
、
シ

ネ
・
ウ
イ
ン

ド
、
パ
テ
ィ
オ

万
代
、
新
潟
大

学
生
協
の
各
プ

レ
イ
ガ
イ
ド
で

発
売
中

問
い
合
わ
せ

市
青
年
の
家（
会

場
内
�
２
４
６
・

７
７
１
１
）
へ

ト
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
双
子

を
取
り
巻
く
バ
ケ
モ
ノ
た
ち
や

不
思
議
な
空
間
に
も
注
目
し
て

ほ
し
い
で
す
ね
」
と
そ
れ
ぞ
れ

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
シ
ュ
ラ
と
マ
リ
ア
の

先
生
で
あ
る
老
数
学
者
役
を
、

元
宝
塚
歌
劇
団
の
ト
ッ
プ
ス
タ

ー
で
、
昨
年
「
カ
ッ
コ
ー
の
巣

の
上
を
」
で
も
魅
力
的
な
舞
台

を
見
せ
て
く
れ
た
安
寿
ミ
ラ
さ

ん
が
演
じ
ま
す
。

「
ア
ク
タ
ー
・
コ
ー
ス
Ⅱ
」

の
皆
さ
ん
の
熱
演
を
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

開
演
日
時

３
月
22
日
午
後
７

時
、
23
日
①
午
後
２
時
②
午
後

７
時
、
24
日
午
後
２
時

会
場

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
劇
場

チ
ケ
ッ
ト

全
席
指
定
５
０
０

０
円
（
学
生
２
５
０
０
円
）

※
同
館
と
主
な
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

で
発
売
中
。
学
生
は
り
ゅ
ー
と

ぴ
あ
の
み
で
発
売

問
い
合
わ
せ

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ

チ
ケ
ッ
ト
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
�

２
２
４
・
５
５
２
１
）
へ

５
月
19
日
に
、
東
京
交
響
楽

団
に
よ
る
「
第
16
回
新
潟
定
期

演
奏
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
ロ
シ
ア

国
民
主
義
と
の
対
比
」
。
指
揮

者
に
お
な
じ
み
の
飯
森
範
親
、

ソ
リ
ス
ト
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の

リ
ー
ズ
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー

ル
優
勝
の
経
歴
を
持
つ
、
実
力

派
の
ア
レ
ッ
シ
オ
・
バ
ッ
ク
ス

を
迎
え
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

「
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
１
番
変
ロ

短
調
」
、
西
村
朗
「
東
ア
ジ
ア

幻
想
曲
」
、
レ
ス
ピ
ー
ギ
「
４

つ
の
交
響
的
印
象
『
教
会
の
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
』
」
を
演
奏
し

ま
す
。

ま
た
、
開
演
前
の
午
後
４
時

半
か
ら
は
、
指
揮
者
に
よ
る

「
プ
レ
ト
ー
ク
」
を
行
い
ま
す
。

日
時

５
月
19
日
午
後
５
時
開

演会
場

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
コ
ン
サ

ー
ト
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト

Ｓ
席
６
０
０
０
円
、

Ａ
席
５
０
０
０
円
、
Ｂ
席
４
０

０
０
円
、
Ｃ
席
３
０
０
０
円
、

Ｄ
席
１
５
０
０
円
　

※
３
月
９
日
か
ら
同
館
の
み
で

発
売

５
月
29
日
に
は
、
Ｗ
杯
サ
ッ

カ
ー
日
韓
共
催
を
音
楽
で
祝
う

「
ワ
ー
ル
ド
・
ガ
ラ
・
コ
ン
サ

ー
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。

Ｗ
杯
の
開
幕
直
前
、
東
京
交

響
楽
団
と
世
界
の
豪
華
ソ
リ
ス

ト
に
よ
る
夢
の
共
演
が
実
現
し

ま
す
。
東
響
正
指
揮
者
の
大
友

直
人
と
、
若
手
指
揮
者
で
今
最

も
注
目
を
集
め
る
金
聖
響

キ
ム
セ
イ
キ
ョ
ウ

の
２

人
が
指
揮
を
担
当
。
ソ
リ
ス
ト

に
は
、
韓
国
の
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手

キ
ム
・
ヨ
ン
ミ
ー
、
テ
ノ
ー
ル

の
市
原
多
朗
、
ギ
タ
ー
の
村
治

佳
織
、
ピ
ア
ノ
の
パ
ウ
ル
・
バ

ド
ゥ
ラ
＝
ス
コ
ダ
を
迎
え
ま

す
。舞

台
は
３
部
構
成
で
進
行
。

吉
松
隆
「
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ

『
新
潟
』
」
、
ロ
ド
リ
ー
ゴ
「
ア

ラ
ン
フ
ェ
ス
協
奏
曲
」
、
バ
ー

ン
ス
タ
イ
ン
「
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー

ド
序
曲
」
な
ど
、
世
界
の
名
曲

の
数
々
を
披
露
し
ま
す
。

日
時

５
月
29
日
午
後
７
時
開

演会
場

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
コ
ン
サ

ー
ト
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト

Ｓ
席
７
０
０
０

円
、
Ａ
席
６
０
０
０
円
、
Ｂ
席

５
０
０
０
円
、
Ｃ
席
４
０
０
０

円
、
Ｄ
席
２
５
０
０
円
　

※
３
月
10
日
か
ら
同
館
と
主
な

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
発
売

問
い
合
わ
せ

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ

チ
ケ
ッ
ト
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
�
２
２
４
・
５
５
２
１
）
へ

ワ
ー
ル
ド
・
ガ
ラ
・

コ
ン
サ
ー
ト

東
響
定
期
演
奏
会

表
期 日

3/9

3/10・11

3/13・14

3/15
3/16

3/17・18

3/21

3/23
3/24

3/31

開演時間
①午後２時
②午後６時

午後７時

午後７時

午後８時
午後３時

午後６時半

①午後２時
②午後７時
午後７時
午後２時半

①午後２時
②午後６時半

劇　団　名 作　品　名
農業少女
（作：野田秀樹）
Ｌｏｇｏｓ
（作：田中智子）
ジャングル・ジャンクション
（作：成井 豊）
ｅＮ
（作：干場貴之）
星の忍者
（作：中島かずき）
Ｇｏ　ｔｏ　ｔｈｅ　Ｅ！
（作：Ｅｌｌｉｅ）
ホントに？
（作：西田シャトナー）
ラッコさん部隊LIVE
『タイガーハート』
（作：昼町夜村）

m . o . t

劇団時計塔

花獣ＰＡＮＤＡ％

劇団マジカルラボラトリー

劇団「打上花火」

劇団The 9th Cloud

パラグラフ

劇団ＭＡＭＥカラット

今
年
の
冬
は
年
末
年
始
に
思

い
が
け
な
い
大
雪
が
降
り
、

早
々
に
除
雪
車
も
出
動
し
ま
し

た
の
で
、
大
雪
の
年
に
な
る
の

か
な
と
心
配
を
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
比
較
的
暖
か
な
冬
だ
っ

た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

お
正
月
に
孫
た
ち
の
作
っ
た

雪
だ
る
ま
や
、
か
ま
く
ら
も
、

数
日
で
融
け
て
し
ま
い
ま
し
た

し
、
白
い
雪
の
上
に
雪
椿
の
花

び
ら
が
ち
ら
ち
ら
と
散
り
、
さ

ら
に
そ
の
上
に
薄
く
雪
が
積
も

っ
て
、
そ
の
部
分
だ
け
美
し
い

染
め
絵
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た

趣
き
あ
る
眺
め
も
、
今
で
は
土

の
上
に
し
お
れ
た
花
び
ら
が
残

っ
て
い
る
だ
け
で
す
。

精
し
て
育
て
て
お
ら
れ
る
庭
の

樹
々
の
様
子
を
拝
見
す
る
の

は
、
奥
ゆ
か
し
い
気
持
ち
が
察

せ
ら
れ
、
大
変
心
温
ま
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。

散
歩
は
健
康
に
良
い
と
よ
く

言
わ
れ
ま
す
が
、
ど
ん
な
効
果

が
あ
る
の
か
調
べ
て
み
ま
し
た

と
こ
ろ
、
健
康
づ
く
り
に
は
運

公
園
の
梅
の
花
も
ほ
こ
ろ
び
は

じ
め
、
雪
柳

ゆ
き
や
な
ぎ

の
花
芽
も
ふ
く
ら

ん
で
来
て
い
ま
す
。
桜
の
こ
ず

え
の
先
に
も
生
気
が
よ
み
が
え

り
、
花
芽
も
ふ
く
ら
み
始
め
て

い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。

近
所
を
散
歩
し
な
が
ら
、
身

近
の
自
然
に
春
を
見
つ
け
る
の

も
楽
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
丹

暖
か
さ
や
、
春

の
早
い
こ
と
を

感
じ
取
っ
て
い

る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
白
山

い
臓
か
ら
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
が
出

て
、
血
糖
値
が
下
が
る
、
新
陳

代
謝
が
高
ま
り
、
細
胞
が
活
性

化
す
る
、
胃
腸
の
動
き
が
活
発

に
な
る
な
ど
、
身
体
に
良
い
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
の
こ
と

で
す
し
、
室
内
で
歩
く
よ
り
は

外
の
景
色
を
眺
め
な
が
ら
歩
く

方
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
、
脳
に
快

動
・
栄
養
・
休
養
の
３
要
素
が

あ
っ
て
、
運
動
で
は
有
酸
素
運

動
が
大
切
と
の
こ
と
で
す
。
有

酸
素
運
動
と
は
、
速
足
や
ジ
ョ

ギ
ン
グ
の
よ
う
に
酸
素
を
多
く

と
り
込
み
な
が
ら
行
う
運
動
の

こ
と
だ
そ
う
で
す
。

そ
の
効
用
と
し
て
は
、
心
臓

や
肺
の
機
能
が
強
く
な
る
、
す

わ
が
家
の
シ
ャ
コ
バ
サ
ボ
テ

ン
は
、
今
年
は
特
に
花
も
ち
が

良
く
、
薄
紫
色
の
２
段
に
伸
び

た
美
し
い
花
び
ら
を
広
げ
て
冬

の
間
中
咲
き
続
け
て
く
れ
て
い

ま
す
し
、
君
子
蘭

く
ん
し
ら
ん

も
い
つ
の
ま

に
か
花
芽
が
大
き
く
な
っ
て
い

ま
す
。

植
物
は
敏
感
に
今
年
の
冬
の

い
刺
激
も
与

え
、
ス
ト
レ
ス

の
発
散
に
も
な

り
ま
す
。
１
日

20
分
以
上
、
週

２
回
以
上
、
息
が
は
ず
む
程
度

の
ス
ピ
ー
ド
で
歩
く
と
効
果
が

あ
る
そ
う
で
す
。

散
歩
を
し
な
が
ら
住
ん
で
い

る
地
域
の
様
子
を
よ
く
観
察
し

て
み
る
と
、
あ
ら
た
め
て
自
然

の
変
化
の
様
子
や
、
人
々
の
暮

ら
し
か
ら
学
ぶ
も
の
が
多
い
こ

と
に
気
が
つ
く
こ
と
で
し
ょ

う
。地

域
の
人
々
と
顔
を
合
わ

せ
、
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
こ

と
で
連
帯
の
輪
も
広
が
る
こ

と
と
思
い
ま
す
し
、
ま
た
、

地
域
の
安
全
や
環
境
美
化
、

子
育
て
の
面
な
ど
に
お
い

て
、
い
ろ
い
ろ
な
効
果
を
も

た
ら
す
こ
と
と
思
い
ま
す
。

住
ん
で
い
る
地
域
を
良
く

知
る
と
い
う
こ
と
は
、
と
て

も
大
切
な
こ
と
で
す
。
ぜ
ひ
、

時
間
を
み
つ
け
て
地
域
で
の

散
歩
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。


